
本
会
議
の
代
表
質
問
か
ら

12
月
４
日
の
本
会
議
で
は
、
次
の
10
人
の
議
員
が
各
会
派
を
代
表
し
て
、
市
政
の
各
般
に
わ
た
っ
て

市
長
や
関
係
理
事
者
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を
お
伝
え
し
ま
す
。

自
民
党
＝
自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
、
共
産
党
＝
日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団
、
公
明
党
＝
公
明
党
京
都
市
会
議
員
団
、

民
主
市
民
フ
ォ
＝
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
京
都
市
会
議
員
団
、
日
本
維
新
の
会
＝
日
本
維
新
の
会
京
都
市
会
議
員
団
、
京
都
党
無
所
属
＝
地
域
政
党
京
都
党
・
無
所
属
市
会
議
員
団
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か
ら
の
脱
却
が
不
可
欠
。
そ
の
意
味
で
、

生
活
保
護
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど

の
生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
の
学
習
支

援
事
業
の
充
実
が
極
め
て
重
要
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
人
材
の
育
成
と
拡
大
、
学
校

や
福
祉
施
設
の
現
場
と
の
更
な
る
連
携

強
化
を
求
め
た
い
が
、
い
か
が
か
。

A
今
年
度
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
謝

礼
を
増
額
し
、
大
学
へ
の
声
掛

け
を
強
め
た
ほ
か
、
実
践
的
な
研
修
を

開
催
し
、
昨
年
度
よ
り
多
く
の
学
生
に

登
録
い
た
だ
い
た
。
支
援
の
必
要
な
子

ど
も
の
困
り
に
気
付
き
、
つ
な
ぐ
た
め
、

学
校
や
福
祉
現
場
等
と
の
更
な
る
連
携

の
強
化
に
つ
い
て
、
地
域
や
関
係
団
体

の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
丁
寧
に
進
め
る
。

・小学生くらいの男の子が
　机に向かって勉強し、
　20～ 20代の女性が
　教えているイラスト

高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
の

移
動
支
援

Q
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
は
、 

山
間
地
域
や
周
辺
地
域
だ
け
で

な
く
、
市
街
地
中
心
地
域
で
も
深
刻
化

す
る
課
題
だ
。
現
在
の
介※
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
仕
組
み
を
拡

充
し
て
、
地
域
に
根
を
張
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
が
高
齢
者
の
移
動
支
援
に

取
り
組
む
仕
組
み
を
構
築
す
べ
き
。

A
同
事
業
の
仕
組
み
を
用
い
た
取

組
は
、
今
後
、
高
齢
化
が
一
層

進
行
し
て
い
く
中
、
高
齢
者
の
移
動
支

援
の
手
段
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
介

護
や
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
の
社
会
参

加
を
進
め
、
ひ
い
て
は
健
康
長
寿
の
ま

ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
。
来
年
度
に

予
定
し
て
い
る
第
８
期
京
都
市
民
長
寿

す
こ
や
か
プ
ラ
ン
の
策
定
過
程
に
お
い

て
、
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

国本　友利
議員

（左京区）

京
都
市
の
観
光
政
策

Q
市
民
生
活
と
の
調
和
を
最
重
要

視
し
た
持
続
可
能
な
観
光
都
市

の
実
現
に
向
け
た
基
本
指
針
と
具
体
的

方
策
に
つ
い
て
の
中
間
と
り
ま
と
め
を

発
表
し
、
混
雑
へ
の
対
応
等
の
50
事
業

を
新
た
に
充
実
・
強
化
す
る
と
し
て
い

る
が
、
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
と
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

A
市
民
生
活
を
何
よ
り
重
視
し
、

観
光
客
の
集
中
や
外
国
人
観
光

客
の
増
加
に
よ
る
マ
ナ
ー
問
題
な
ど
の

早
急
な
解
決
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
と
り
わ
け
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
宿

泊
施
設
に
つ
い
て
は
、「
市
民
の
安
心
・

安
全
と
地
域
文
化
の
継
承
を
重
要
視
し

な
い
宿
泊
施
設
の
参
入
お
断
り
」
を
宣

言
し
た
ほ
か
、
都
市
計
画
手
法
も
駆
使

し
、
実
効
性
あ
る
対
策
を
進
め
て
い
く
。

民
主
市
民
フ
ォ

安井　つとむ
議員

（伏見区）

災
害
対
策
と
避
難
所
の
充
実

Q
常
か
ら
市
民
が
取
り
組
む
べ
き

課
題
を
提
供
し
、
防
災
意
識
の

向
上
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
避

難
所
に
つ
い
て
、
体
制
構
築
に
向
け
て

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
強
化
す
る
ほ
か
、
機
能

向
上
の
た
め
、
ス※
フ
ィ
ア
基
準
に
沿
っ

た
開
設
に
努
め
、
予
算
措
置
を
含
め
て

国
へ
の
要
望
活
動
を
強
化
す
べ
き
。

A
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
効
果
的
な

周
知
な
ど
、
行
政
と
市
民
が
一

体
と
な
っ
た
防
災
・
減
災
対
策
を
検
討

す
る
。
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
ス
ム
ー

ズ
な
開
設
に
向
け
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
な
ど
、
運
営
し
や
す
く
な
る
視
点

で
必
要
な
検
討
を
行
う
。
直
ち
に
ス
フ

ィ
ア
基
準
の
採
用
は
困
難
だ
が
、
避
難

所
運
営
に
幅
広
く
活
用
で
き
る
支
援
制

度
創
設
等
を
国
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

円
山
公
園
に
お
け
る
便
益
施
設

Q
休
業
中
を
含
む
40
軒
の
便
益
施

設
の
借
地
料
は
非
常
に
安
価
と

の
声
も
多
い
。
一
方
、
現
在
施
設
を
公

募
し
て
い
る
区
画
の
借
地
料
は
現
行
の

数
倍
に
な
り
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
も

借
地
料
を
改
定
す
べ
き
。
ま
た
、
借
地

料
の
支
払
の
み
を
さ
れ
て
い
る
休
業
施

設
を
放
置
す
る
こ
と
は
、
円
山
公
園
の

保
存
管
理
計
画
を
円
滑
に
進
め
る
う
え

で
問
題
だ
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

A
既
存
の
施
設
の
使
用
料
は
、
平

成
10
年
度
に
改
定
し
た
条
例
単

価
を
適
用
し
て
お
り
、
今
後
、
見
直
し

を
検
討
す
る
。
現
在
営
業
休
止
中
の
便

益
施
設
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら

営
業
の
再
開
等
を
強
く
指
導
し
て
い
る

が
、
状
況
の
改
善
に
向
け
、
よ
り
一
層

取
組
を
強
化
し
て
い
く
。

円山公園

日
本
維
新
の
会

こうち　大輔
議員

（右京区）

空
き
家
対
策
の
迅
速
化

Q
特
に
管
理
が
行
き
届
か
な
い
等

の
空
き
家
に
対
し
、
実
効
性
の

あ
る
取
組
を
求
め
る
。
今
後
増
加
し
て

い
く
空
き
家
へ
の
対
応
、
管
理
不
全
空

き
家
へ
の
住※
宅
用
地
特
例
の
解
除
、
現

に
隣
や
周
辺
の
空
き
家
で
困
っ
て
い
る

市
民
に
対
す
る
一
層
迅
速
な
対
応
に
つ

い
て
、
今
後
の
考
え
を
伺
う
。

A
管
理
不
全
空
き
家
に
対
し
、
指

定
都
市
で
初
め
て
独
自
基
準
を

定
め
、
来
年
度
課
税
分
か
ら
住
宅
用
地

特
例
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

周
辺
に
危
険
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
空
き

家
に
つ
い
て
、
所
有
者
調
査
等
を
司
法

書
士
会
に
、
さ
ら
に
今
年
度
か
ら
は
、

初
期
調
査
を
行
政
書
士
会
に
委
託
し
、

引
き
続
き
、
更
な
る
解
決
率
向
上
と
指

導
の
迅
速
化
に
努
め
て
い
く
。

空き家の調査

京
都
党
無
所
属

江村　理紗
議員

（右京区）

モ
ビ
リ
テ
ィ
革
命
M※

a
a
S
の
展
開

Q
交
通
機
能
の
充
実
を
求
め
る
声

が
多
い
一
方
で
市
バ
ス
の
本
数

増
加
に
よ
る
補
填
は
財
政
的
負
担
か
ら

現
実
的
で
な
く
、
本
市
の
交
通
は
大
き

な
転
換
を
図
る
べ
き
。
M
a
a
S
を
重

要
施
策
と
し
て
交
通
戦
略
に
取
り
込
み
、

交
通
課
題
へ
の
打
開
策
と
し
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、い
か
が
か
。

A
本
市
で
は
、
人
と
公
共
交
通
優

先
の
ま
ち
へ
の
転
換
が
進
ん
で
お

り
、M
a
a
S
の
推
進
に
あ
た
り
、バ
ス
・

鉄
道
の
更
な
る
利
便
性
向
上
等
を
第
一

に
考
え
て
い
る
。
運
賃
サ
ー
ビ
ス
に
お
い

て
、
事
業
者
の
枠
組
を
超
え
た
連
携
を

実
現
す
る
等
、
M
a
a
S
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
体
現
し
た
取
組
を
積
み
上
げ
て
き

た
。
今
後
も
国
や
交
通
事
業
者
と
連
携

し
M
a
a
S
を
研
究
・
検
討
し
て
い
く
。

・MaaS（Mobility as a Service）の概念図

TAXI

電車
バス

カーシェア

シェアサイクル

タクシー

MaaSイメージ

自

民

党
𠮷井　あきら
議員

（山科区）

都
市
の
持
続
性
と
市
内
周
辺

地
域
の
活
性
化

Q
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
は
、
市
内
周
辺
部
の
活
性

化
を
積
極
的
に
図
る
こ
と
が
重
要
。
一

つ
の
策
と
し
て
、
市
内
中
心
部
で
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
住
居
や
企
業
用

地
等
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
周
辺
地
域

に
お
け
る
用
途
制
限
や
建
築
規
制
等
の

緩
和
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A
都
市
の
将
来
像
と
地
域
特
性
を

見
据
え
、
よ
り
戦
略
的
に
都
市

計
画
手
法
を
活
用
し
た
い
。
具
体
的
に

は
、
周
辺
部
を
主
と
し
た
地
※

域
中
核
拠

点
エ
リ
ア
を
中
心
に
子
育
て
層
等
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
住
居
や
オ
フ
ィ
ス
等
の

働
く
場
を
創
出
し
、
工
業
系
の
地
域
等

で
は
、
産
業
活
動
の
拠
点
と
な
る
機
能

を
積
極
的
に
誘
致
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
生
み
出
す
都
市
環
境
を
目
指
す
。

国
有
地
の
有
効
活
用
に

向
け
た
取
組

Q
国
有
地
の
有
効
活
用
は
、
本
市

の
新
た
な
魅
力
の
創
造
に
加
え
、

厳
し
い
財
政
状
況
を
打
破
す
る
大
き
な

一
手
と
な
り
得
る
。
京
都
刑
務
所
敷
地

を
、
学
び
や
子
育
て
な
ど
、
複
合
的
に

活
用
し
山
科
区
全
体
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
た
め
に
は
、
移
転
先
の
具
体
化
等

の
課
題
が
あ
る
。
国
の
協
力
等
を
得
な

が
ら
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

A
京
都
刑
務
所
等
の
敷
地
活
用
は
、

京
都
の
更
な
る
発
展
に
大
き
く

寄
与
す
る
と
確
信
し
、
国
に
精
力
的
に

要
望
し
て
い
る
。
移
転
先
の
課
題
等
に

つ
い
て
は
、
国
と
の
意
見
交
換
で
得
ら

れ
た
立
地
条
件
等
を
基
に
、
市
内
を
中

心
に
移
転
先
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行

い
、
早
急
に
具
体
的
な
提
案
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
。

京都刑務所敷地の活用を核とする
未来の山科のまちづくり戦略

下村　あきら
議員

（下京区）

都
市
公
園
の
更
な
る
機
能
向
上

Q
変
化
す
る
社
会
情
勢
や
多
様
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
、
今

後
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
り
得

る
都
市
公
園
の
役
割
を
ど
う
捉
え
、
質

的
・
機
能
的
な
充
実
を
ど
う
進
め
て
い
く

か
。
利
用
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
く
、
魅

力
あ
る
公
園
と
す
る
た
め
の
環
境
改
善
に

つ
い
て
、
考
え
を
伺
う
。

A
健
康
増
進
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
、
災
害
時
の
避
難
場
所
な
ど
、

求
め
ら
れ
る
機
能
・
役
割
は
一
層
幅
広

く
な
っ
て
い
る
。
宿
泊
税
等
の
財
源
を

活
用
し
、
再
整
備
や
ト
イ
レ
の
洋
式
化

等
を
着
実
に
進
め
て
い
る
。
今
後
も
、

快
適
性
・
利
便
性
の
向
上
、
か
ま
ど
ベ

ン
チ
等
の
設
置
に
よ
る
防
災
機
能
の
強

化
、
さ
ら
に
は
健
康
長
寿
に
資
す
る
公

園
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る
。

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
た
環
境
学
習
の
充
実

Q
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現

に
は
市
民
一
人
ひ
と
り
の
自
発

的
な
行
動
が
不
可
欠
。
身
近
な
問
題
で

あ
る
ご
み
減
量
、
食
品
ロ
ス
削
減
や
地

球
温
暖
化
等
の
様
々
な
観
点
か
ら
、「
環

境
に
い
い
こ
と
を
す
る
」
と
い
う
意
識

を
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
学
び
、
実
践
し

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
。
環
境
学
習
の

充
実
を
ど
う
図
っ
て
い
く
か
。

A
子
ど
も
の
頃
か
ら
環
境
に
い
い

こ
と
を
す
る
意
識
を
育
む
こ
と

は
、
環
境
保
全
に
向
け
た
鍵
と
な
る
。

全
市
立
小
学
校
で
実
施
中
の
こ
ど
も
エ

コ
ラ
イ
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
充
実
さ
せ
、

更
な
る
意
識
醸
成
を
図
る
ほ
か
、
さ
※

す

て
な
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
学
習

施
設
の
連
携
等
に
よ
り
、
環
境
学
習
を

充
実
さ
せ
て
い
く
。

豊田　恵美
議員

（左京区）

児
童
虐
待
対
策
に
お
け
る

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
活
用

Q
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
の
救

済
の
た
め
に
は
、
虐
待
を
受
け
て

い
る
子
ど
も
自
ら
が
救
済
を
求
め
ら
れ
る

身
近
な
場
所
が
必
要
。
身
近
な
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
、
ま
ち
の
安
全
・
安
心

の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
地
域
社
会
を
見
守

る
こ
と
で
、
児
童
虐
待
防
止
の
一
翼
を
担

え
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

A
市
内
に
約
700
店
舗
あ
り
、
そ
の

営
業
時
間
や
気
軽
に
利
用
で
き

る
営
業
形
態
か
ら
、
地
域
の
一
員
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。
困
り
を
抱
え
た
子
ど
も
に

速
や
か
に
気
付
き
、
窓
口
に
つ
な
い
で

い
た
だ
く
な
ど
、
虐
待
の
未
然
防
止
や

早
期
発
見
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
も
含
め
、
今
後
、
各
事
業
者
と
連

携
し
、
具
体
的
な
方
策
等
を
検
討
す
る
。

共

産

党
樋口　英明
議員

（左京区）

新
景
観
政
策
の
徹
底
と

宿
泊
施
設
の
総
量
規
制

Q
高
さ
規
制
等
の
緩
和
は
、
市
民

の
ま
ち
づ
く
り
運
動
の
中
で
作

ら
れ
た
新
景
観
政
策
に
反
す
る
。
同
政

策
の
方
針
を
徹
底
し
、
外
か
ら
大
企
業

を
呼
び
込
む
た
め
の
大
型
開
発
の
方
針

を
改
め
る
べ
き
。
ま
た
、
観
光
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
一
辺
倒
で
は
な
く
、
宿
泊
施
設

の
総
量
規
制
を
行
う
こ
と
こ
そ
が
必
要
。

A
徹
底
し
た
市
民
参
加
で
地
域
課

題
と
向
き
合
い
、
厳
格
な
手
続

を
経
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
、

例
え
ば
五
条
通
沿
道
で
は
、
働
く
場
の

確
保
等
に
向
け
企
業
規
模
に
よ
ら
ず
オ

フ
ィ
ス
等
に
限
り
高
さ
制
限
を
見
直
す
。

ま
た
、「
市
民
の
安
心
安
全
と
地
域
文
化

の
継
承
を
重
要
視
し
な
い
宿
泊
施
設
の

参
入
お
断
り
」
を
宣
言
し
た
。
引
き
続

き
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

住
民
自
治
を
支
え
る
公
の
責
任

Q
職
員
削
減
の
影
響
で
、
災
害
対

応
が
不
十
分
な
ほ
か
、
身
近
な

区
役
所
に
相
談
窓
口
が
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
。
日
常
的
な
利
便
性
や
災
害

時
の
安
全
と
安
心
の
確
保
の
た
め
、
職

員
削
減
方
針
を
改
め
、
区
役
所
へ
の
職

員
配
置
が
必
要
。
ま
た
、
自
治
体
業
務

を
民
間
委
託
す
る
方
針
は
改
め
る
べ
き
。

A
必
要
な
部
署
に
は
必
要
な
人
員

を
配
置
し
、
業
務
の
集
約
化
、

委
託
化
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
な
相
談

窓
口
機
能
は
区
役
所
・
支
所
に
残
す
な

ど
、
利
便
性
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
い

る
。
昨
年
の
災
害
対
応
を
総
括
し
、
新

た
に
、
り
災
証
明
書
発
行
に
お
け
る
局

区
横
断
の
支
援
体
制
を
構
築
す
る
な

ど
、
災
害
時
に
突
発
的
に
増
加
す
る
業

務
等
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
し
た
。

鈴木　とよこ
議員

（山科区）

地※

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

体
制
強
化

Q
近
年
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
困

難
な
相
談
が
多
く
他
機
関
と
の
連
携
も

必
要
。
セ
ン
タ
ー
の
業
務
量
や
果
た
す

べ
き
役
割
が
膨
大
し
て
い
る
こ
と
へ
の

認
識
を
伺
う
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
機
能

の
充
実
の
た
め
、
ま
ず
は
全
セ
ン
タ
ー

で
１
名
の
専
門
職
の
増
員
を
図
る
べ
き
。

A
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
地
域
の
期

待
は
益
々
高
ま
っ
て
お
り
、
必

要
な
体
制
確
保
は
極
め
て
重
要
。
こ
れ

ま
で
か
ら
国
基
準
を
上
回
る
人
員
配
置

を
行
い
、
体
制
の
充
実
を
順
次
図
っ
て

お
り
、
平
成
24
年
度
に
各
セ
ン
タ
ー
に

１
名
増
員
し
た
ほ
か
、
今
年
度
は
３
箇

所
の
セ
ン
タ
ー
を
３
名
か
ら
４
名
の
配

置
に
す
る
な
ど
、
本
市
独
自
に
体
制
の

充
実
に
努
め
て
い
る
。

地域包括支援センター窓口

山
科
区
の
ま
ち
づ
く
り

Q
平
成
31
年
２
月
に
、
京
都
刑
務

所
敷
地
の
活
用
を
核
と
す
る
未

来
の
山
科
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
を
決
定

し
た
が
、
京
都
刑
務
所
の
移
転
は
全
く

見
通
し
が
な
い
ほ
か
、
区
民
の
願
い
が

置
き
去
り
に
な
っ
て
い
る
。
区
民
の
声

を
し
っ
か
り
反
映
さ
せ
た
戦
略
が
必
要

で
あ
り
、
全
面
的
に
見
直
す
べ
き
だ
。

A
地
元
経
済
界
等
で
構
成
す
る
懇

談
会
や
、
山
科
の
全
13
学
区
の

自
治
連
合
会
会
長
会
で
議
論
を
重
ね
、

市
民
意
見
募
集
を
行
う
な
ど
、
多
く
の

意
見
を
頂
き
な
が
ら
戦
略
を
策
定
し

た
。
刑
務
所
の
活
用
に
向
け
て
は
、
法

務
大
臣
等
か
ら
「
話
し
合
い
、
よ
り
良

い
方
向
が
出
る
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
」

と
の
発
言
を
頂
き
、
国
と
意
見
交
換
を

重
ね
て
お
り
、戦
略
を
着
実
に
推
進
す
る
。

公

明

党
𠮷田　孝雄
議員

（伏見区）

生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
の

学
習
支
援
事
業

Q
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
S※
D
G
s

の
理
念
の
も
と
、
貧
困
の
連
鎖

※
地
域
中
核
拠
点
エ
リ
ア

周
辺
部
等
に
お
け
る
地
域
の
拠
点
。
子

育
て
期
を
は
じ
め
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
必
要
な
都
市
機
能
の
効
率
的

に
利
用
で
き
る
ま
ち
の
姿
を
将
来
像
と

し
て
掲
げ
、定
住
人
口
の
求
心
力
を
担
う
。

※
さ
す
て
な
京
都

南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第
二
工
場
に

併
設
し
た
環
境
学
習
施
設
（
令
和
元
年

10
月
オ
ー
プ
ン
）。
ご
み
減
量
、
地
球

温
暖
化
、
生
物
多
様
性
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
面
か
ら
見
た
横
大
路

地
域
の
歴
史
等
幅
広
い
分
野
を
対
象
と

し
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
あ
ら
ゆ

る
世
代
が
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
を
介
護
、
福

祉
、
健
康
、
医
療
の
面
か
ら
総
合
的
に

支
援
す
る
た
め
に
、
本
市
が
委
託
し
て

運
営
し
て
い
る
公
的
な
相
談
窓
口
。

※
S
D
G
ｓ

平
成
27
年
９
月
の
国
連
に
お
い
て
、
気

候
変
動
、
自
然
災
害
、
格
差
の
是
正
な

ど
の
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
て
掲
げ

ら
れ
た
国
際
目
標
（
17
の
目
標
と

1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）。

※�

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
住
民
等
の
多

様
な
主
体
が
参
画
し
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
す
る
こ
と
で
、
要
支
援
者
等

に
効
果
的
・
効
率
的
な
支
援
等
を
行
う

た
め
に
創
設
さ
れ
た
事
業
。
こ
の
う

ち
、
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
移
動

支
援
で
は
、
地
域
の
通
い
の
場
へ
の
送

迎
や
通
院
時
の
介
助
等
を
行
う
。

※
ス
フ
ィ
ア
基
準

避
難
所
の
一
人
当
り
の
最
小
面
積
な

ど
、
避
難
所
の
質
の
向
上
を
考
え
る
う

え
で
の
国
際
基
準
。

※
住
宅
用
地
特
例

居
住
用
と
し
て
利
用
さ
れ
る
住
宅
敷
地
の

固
定
資
産
税
を
６
分
の
１
に
減
額
す
る
制
度
。

※
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（Mobility�as�a�Service

）

マ
イ
カ
ー
以
外
の
全
て
の
交
通
手
段
に

よ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
移
動
）
を
一
つ
の

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
捉
え
、
切
れ
目
な
く

つ
な
ぐ
新
た
な
移
動
の
概
念
。

用
語
解
説


